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ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エレクトリック2010
[集合住宅部門・低層賃貸商品タイプ]

申請書

□応募者及び物件

◆応募者　貴社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ご所属・ご担当者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆物件　シリーズ等名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆応募地域 　　 　　　：Ⅰa・Ⅰb・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳa・Ⅳb・Ⅴ・Ⅵ

□基本事項確認シート

（詳細は「別紙１」、「別紙２」にご記入下さい。）

	項目区分
	主要審査項目
	備考

	視点１
	暖冷房
	外皮性能
	断熱・日射遮蔽
	「別紙1」にご記入下さい。

＊）「暖冷房システム」について、専有部居室毎に“ビルトイン”（供給時設置）、お客様への“提案”のいずれかを「別紙１」の該当欄にご記入下さい。なお、“提案”を選択した方は、その方法も併せてご記入下さい。

	
	
	設備性能
	高効率暖房システム
	

	
	
	
	高効率冷房システム
	

	
	給湯
	設備性能等
	高効率給湯器

太陽熱温水器
	

	
	換気
	設備性能
	換気システム
	

	
	照明
	設備性能
	照明機器・システム
	

	
	他
	設備性能
	太陽光発電設備

エレベータ　他
	

	視点２
	トータルな省エネ性能向上への工夫と先進性
	「別紙2」にご記入下さい。

	視点３
	他の性能と省エネルギー性とのバランス・連携
	

	視点４
	省エネ住宅（申請物件等）普及に関わる取組
	

	
	参考
	標準的坪単価
	円／坪
	具体数値を左欄にご記入下さい。

	
	
	省エネ

住宅

(本申請仕様物件)

供給実績
	供給戸数
	戸／年
	

	
	
	
	全住宅供給戸数に占める割合
	％
	

	
	
	
	太陽光発電設備設置割合（概算）
	％
	


注）「視点１」（「別紙１」）で記載して頂く設備性能値については、当該物件における標準的な仕様として採用、設定している設備の性能値を記載して下さい。また、当該設備の性能値等の確認が可能な“パンフレット”等も併せてご提出下さい。
ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エレクトリック2010
申請書（集合住宅部門・低層賃貸商品タイプ用、別紙１）


1. 申請者名　　　


2. 申請商品名　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

3. 建設地地域区分（該当するもの一つに✓を入れる。同一仕様であれば複数地域を同時に申請してもよい。）
　□ Ⅰa地域（Ⅰ地域北部）
□ Ⅰb地域（Ⅰ地域南部）
□Ⅱ地域

　□ Ⅲ地域
□ Ⅳa地域（Ⅳ地域北部）
□Ⅳb地域（Ⅳ地域南部）

　□ Ⅴ地域
□ Ⅵ地域


　（注）Ⅰ地域におけるⅠaとⅠbのおおよその区分は、Ⅰa地域：道北・道東、Ⅰb地域：道央・道南とする。また、Ⅳ地域におけるⅣaとⅣbのおおよその区分は、Ⅳa地域：北関東・北陸・山陰、Ⅳb地域：南関東・東海・近畿・中国・四国・九州とする。

4.　建物規模・構造等について、以下を回答する。

　(1) 建物の主要構造、断熱工法として最も近いもの一つに✓を入れる。

　□ RC造・SRC造（内断熱工法）          □ RC造・SRC造（外断熱工法）

　□ 鉄骨造                                □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5. 省エネルギー対策等級について、以下の(1)(2)を回答する。

(1) 申請商品が住宅性能表示制度(「住宅の品質確保の促進等に関する法律」を参照)において温熱環境に関する省エネルギー対策等級を取得したことがあるかどうか、取得したことがある場合にはその等級について以下の中から該当するもの一つに✓を入れる。

　□ 等級4（平成11年省エネルギー基準相当）を取得した→(2)を回答する

　□ 等級3（平成4年省エネルギー基準相当）を取得した→(2)を回答する

　□ 等級2または1を取得した→(2)を回答する

　□ 等級を取得したことはない
(2) (1)においていずれかの等級を取得したことがある場合、その際に用いた評価方法等について回答する。

□ 年間暖冷房負荷計算で評価した

→
□ 熱損失係数および夏季日射取得係数で評価した

→
□ 設計・施工指針に基づき評価した

6. 躯体および開口部性能について

　6-1 建物の上部（最上階住戸の屋根または天井）の断熱について、以下の(1)と(2)を回答する。

(1)以下の囲みに断面図を記入し、断熱部位および断熱方法について説明する。断面図は矩計図等のコピーを用いてよい。


 (2) 建物の上部に使用する断熱材の名称と厚さについて、6ページの表 1を参考にして記入する。


※ 表 1に記載されていない断熱材を採用している場合は、その断熱材の名称、熱伝導率、厚さを記入する。


　6-2 建物の外壁における断熱について、以下の(1)と(2)を回答する。

(1) 以下の囲みに断面図を記入し、断熱部位および断熱方法について説明する。断面図は矩計図等のコピーを用いてよい。また、スラブ等との取り合いにおける構造熱橋対策も併せて記入する。




 (2) 外壁に使用する断熱材の名称と厚さについて、6ページの表 1を参考にして記入する。


※ 表 1に記載されていない断熱材を採用している場合は、その断熱材の名称、熱伝導率、厚さを記入する。


6-3建物の下部（最下階の住戸の床または基礎）における断熱について、以下の(1)と(2)を回答する。

(1) 以下の囲みに断面図を記入し、断熱部位および断熱方法について説明する。断面図は矩計図等のコピーを用いてよい。


 (2) 建物下部に使用する断熱材の名称と厚さについて、6ページの表 1を参考にして記入する。


※ 表 1に記載されていない断熱材を採用している場合は、その断熱材の名称、熱伝導率、厚さを記入する。


6-4 各住戸の開口部の仕様と熱性能について、以下の(1)と(2)を回答する。住戸内に複数の仕様が採用されている場合は、主要な居室に使用するものを記入する。

(1)窓の仕様（建具とガラスの構成）について、7ページの表 2の中で仕様および熱貫流率が最も近いものを選択し、A1～F1の記号で記入する。


 (2)窓ガラスの仕様（ガラスの日射侵入率）について、7ページの表 3の中で仕様および日射侵入率が最も近いものを選択し、G01～G17の記号で記入する。


※ 使用する窓および窓ガラスの熱貫流率・日射侵入率を数値で示すことができる場合、表 2・表 3以外の仕様を下表に記入することができる。その場合、使用する窓のメーカー・製品名も記入する。

また、断熱および日射遮蔽に有効な窓付属品をビルトインで設置する場合で、窓と一体としての熱貫流率・日射侵入率を数値で示すことができる場合はその仕様を下表に記入してもよい。


7.　設備の仕様について

7-1　各住戸の暖冷房設備について以下の(1)～(3)を回答する。

　(1) 各住戸で主に使用すると想定される暖房設備に✓を記入する。

□ ルームエアコン（ビルトイン）→以下の仕様を回答する


□ ルームエアコン（居住者が据え付け）

□ 温水床暖房（電気ヒートポンプ熱源）→以下の仕様を回答する


□ ファンコンベクター・ラジエータ（電気ヒートポンプ式に限る）→以下の仕様を回答する


□ その他（　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　(2) 各住戸で主に使用すると想定される冷房設備に✓を記入する。

□ ルームエアコン（ビルトイン）→以下の仕様を回答する


□ ルームエアコン（居住者が据え付け）

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　(3) 暖冷房設備に関し、上記とは別に何らかの省エネに有効な機器・措置等を採用している場合はその製品名・仕様・画像等を下の囲みに記載する。


7-2　各住戸の給湯機について以下の(1)(2)を回答する。給湯機はエコキュートを使用するものとする。

　(1)設置するエコキュートのメーカー・型番およびAPF（カタログ値）を記入する。


　(2)標準採用する省エネ仕様および節水・節湯器具があれば、✓を記入する（複数記入可）。太陽熱温水器を採用する場合はその有効集熱面積について記入する。

　　□ 高断熱性能の浴槽（いわゆる魔法瓶浴槽。断熱材の熱抵抗1.7[m2K/W]以上のものに限る）
　　□ 小口径配管（給湯機直近においてヘッダーにより各給湯栓に分岐され、分岐後の配管径13A以下のもの）

　　□ 台所の節湯型機器：節湯A（手元止水機能、従来型より9%以上の節湯効果のあるもの）

　　□ 台所の節湯型機器：節湯B（小流量吐水、最適流量5.0L/min以下のもの）

　　□ 浴室シャワーの節湯型機器：節湯A（手元止水機能、従来型より20%以上の節湯効果があるもの）

　　□ 浴室シャワーの節湯型機器：節湯B（小流量吐水、最適流量8.5L/min以下のもの）

　　□ 太陽熱温水器

　→

7-3　各住戸の換気装置について以下を回答する。

　(1) 各住戸の主要な全般換気システムおよび熱交換器について、該当するもの一つに✓を記入する。

　　□ ダクト式第一種換気システム（給気ファン＋排気ファン＋ダクト）

　　□ ダクト式第一種換気システム（給気ファン＋排気ファン＋ダクト）

＋熱交換換気（顕熱交換効率65%以上に限る）

　　□ ダクト式第二種または第三種換気システム（給気または排気ファン＋ダクト）

　　□ 壁付け給排気型ファンによる第一種換気

　　□ 壁付け給排気型ファンによる第一種換気

＋熱交換換気（顕熱交換効率65%以上に限る）

　　□壁付きファン（給気型または排気型パイプ用ファン）による第二種または第三種換気

7-4　照明設備について以下の(1)(2)を回答する。

　(1) 主要な居室について、各住戸に以下の措置・仕様を採用する場合は✓を記入する（複数記入可）。

　　□ 白熱灯を一切使用しない　　　　　　　　

　　□ 調光機構を採用する（採用する器具は1つ）

　　□ 調光機構を採用する（採用する器具は2つ以上）

　(2) 住戸内の非居室部分について、各住戸に以下の措置・仕様を採用する場合は✓を記入する（複数記入可）。

　　□ 白熱灯を一切使用しない　　　　　　　　

　　□ 複数の器具において、人感センサーまたは照度センサーを採用する

7-5　太陽光発電設備について以下の(1)(2)を回答する。

　(1) 申請商品の実物件において、過去に太陽光発電設備が採用された場合のシステム容量の平均値を記入する。

　(2) 太陽光発電設備採用時に標準とする連携方式について、あてはまるもの一つに✓を記入する。
　　□ 各住戸連携（入居者が契約し、発電した電力を各住戸に分配する方式）

　　□ 共用部連携（オーナーが契約し、発電した電力を主に共用用途に使用する方式）

8　住宅エコポイントについて回答する。

　(1)以下の中から該当するもの一つに✓を記入する。

　　□ 申請商品の実物件で住宅用エコポイントの発行を受けたことがある

　　□ 申請商品の実物件で住宅用エコポイントの発行を受けたことはないが、今後申請する予定がある

　　□ 申請商品の実物件で住宅用エコポイントの発行を受けたことはなく、今後申請する予定もない

9.　 記載した仕様（同等の性能を持つ製品を含む）の開口部や各種設備について、それぞれビルトインで設置するか、顧客等の任意選択での設置となるか✓を記入する。任意選択の場合、申請商品が実際に建設しされた際に採用された割合や、採用されるために顧客にアピールしている点などを下の囲みに記入する。


10.　参考資料

表 1：断熱材熱伝導率

[image: image1.emf]種類 材料名

熱伝導率

[W/mK]

密度

[kg/m

3

]

備考・規格等

住宅用グラスウール断熱材 10K相当 0.050 約10

住宅用グラスウール断熱材 16K相当 0.045 約16

住宅用グラスウール断熱材 24K相当 0.038 約24

住宅用グラスウール断熱材 32K相当 0.036 約32

高性能グラスウール断熱材 16K相当 0.038 約16

高性能グラスウール断熱材 24K相当 0.036 約24

吹込用グラスウール GW-1 0.052 約13

吹込用グラスウール GW-2 0.052 約20

吹込用グラスウール 30K相当 0.040 約30 乾式

吹込用グラスウール 35K相当 0.040 約35 乾式及び接着剤併用工法

住宅用ロックウール断熱材 マット 0.038 30-50 JIS A 9521

住宅用ロックウール断熱材 フェルト 0.038 30-70

住宅用ロックウール断熱材 ボード 0.036 50-100

吹込用ロックウール 25K 0.047 25以上

吹込用ロックウール 35K 0.051 35±5

ロックウール化粧吸音板 0.058 300-400

吹付けロックウール 0.047 180-220

ビーズ法ポリスチレンフォーム特号 0.034 27以上

ビーズ法ポリスチレンフォーム1号 0.036 30以上

ビーズ法ポリスチレンフォーム2号 0.037 25以上

ビーズ法ポリスチレンフォーム3号 0.040 20以上

ビーズ法ポリスチレンフォーム4号 0.043 15以上

押出法ポリスチレンフォーム1種 0.040 20以上

押出法ポリスチレンフォーム2種 0.034 20以上

押出法ポリスチレンフォーム3種 0.028 20以上

硬質ウレタンフォーム保温板1種1号 0.024 45以上

硬質ウレタンフォーム保温板1種2号 0.024 35以上

硬質ウレタンフォーム保温板1種3号 0.026 25以上

硬質ウレタンフォーム保温板2種1号 0.023 45以上

硬質ウレタンフォーム保温板2種2号 0.023 35以上

硬質ウレタンフォーム保温板2種3号 0.024 25以上

硬質ウレタンフォーム（現場発泡品） 0.026 25以上 JIS A 9526

ポリエチレンフォームA 0.038 20-40

ポリエチレンフォームB 0.043 10-40

フェノールフォーム保温板1種1号 0.033 45以上

フェノールフォーム保温板1種2号 0.030 30以上

フェノールフォーム保温板2種1号 0.036 50以上

フェノールフォーム保温板2種2号 0.034 40以上

A級インシュレーションボード 0.049 350未満

タタミボード 0.045 270未満

シージングボード 0.052 400未満

吹込用セルローズファイバー断熱材1 0.040 約25 JIS A 9523

吹込用セルローズファイバー断熱材2 0.040 45, 55 接着剤併用工法

JIS A 9511

JIS A 5905

無機繊維系

発泡

プラスチック系

木質繊維系

JIS A 6301

JIS A 9511

JIS A 9511

工業会規格

JIS A 9521

JIS A 9523

JIS A 9504 準用

JIS A 9523


表 2：窓（建具とガラス）の仕様

[image: image2.emf]建具の仕様 ガラスの仕様

熱貫流率

[W/m

2

K]

記号

低放射複層（空気層12mm） 2.33 A1

3層複層（空気層12mm×2） 2.33 A2

複層（空気層12mm） 2.91 A3

複層（空気層6mm） 3.49 A4

低放射複層（空気層12mm） 2.33 B1

低放射複層（空気層6mm） 3.49 B2

複層（空気層10～12mm） 3.49 B3

複層（空気層6mm） 4.07 B4

低放射複層（空気層12mm） 2.91 C1

低放射複層（空気層6mm） 3.49 C2

複層（空気層10～12mm） 3.49 C3

複層（空気層6mm） 4.07 C4

低放射複層（空気層6mm） 4.07 D1

複層（空気層6mm） 4.65 D2

単板2枚（空気層12mm以上） 4.07 D3

単板2枚（空気層12mm未満） 4.65 D4

単板 6.51 D5

単板＋複層（空気層12mm） 2.33 E1

単板＋単板 2.91 E2

二重（材質は問わない） 単板＋単板 3.49 F1

一重（木製またはプラスチック製）

一重（木またはプラスチックと金属との複合構造）

一重（金属製熱遮断構造）

一重（金属製）

二重（建具の一方が木製またはプラスチック製）


表 3：窓ガラスの日射侵入率

[image: image3.emf]空気層厚

[mm]

日射侵入率 記号

12 0.71 G01

12 0.79 G02

6 0.79 G03

12 0.63 G04

6 0.62 G05

12 0.42 G06

6 0.43 G07

12 0.38 G08

6 0.39 G09

12 0.29 G10

6 0.28 G11

12 0.57 G12

6 0.57 G13

- 0.88 G14

2種 - 0.48 G15

3種 - 0.35 G16

- 0.68 G17

普通単板ガラス

熱線反射ガラス

熱線吸収ガラス

ガラスの仕様

3種

2種

熱線反射ガラス

熱線吸収複層ガラス

遮熱複層ガラス

普通三層複層ガラス

普通複層ガラス

低放射複層ガラス

遮熱低放射複層ガラス

低放射複層ガラス


11. 評価方法概要

　集合住宅部門（低層賃貸商品タイプ）の評価対象は、オール電化を採用した集合賃貸住宅商品シリーズとします（2010年1月1日～2010年12月31日に竣工実績（予定を含む）を持つものに限ります。詳細は応募要領をご覧下さい）。

　各申請案件の評価は、まず本資料（別紙1）に記入された断熱性能・設備性能等が住宅エコポイントの発行要件を満たすものであるかどうかを基準とします。住宅エコポイントの発行要件はおおむね下表のようになっています。

[image: image4.emf]高効率

給湯機

節湯

器具

熱交換

換気

高断熱

窓

主たる

居室に

ルーム

エアコン

○ ○

○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○
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開口部が等級4をそれぞれ満たす

○ ○ ○

躯体が等級3を満たし、

開口部が高断熱仕様

○ ○

Ⅵ地域 等級3を満たす ○ ○

Ⅳ・Ⅴ地域

Ⅱ・Ⅲ地域

等級4を満たす

躯体が等級3を、

開口部が等級4をそれぞれ満たす

等級4を満たす

断熱性能以外の要件

（いずれかの行の組合せを満たすこと）

断熱性能要件 地域区分

等級4を満たす

躯体が等級3を、

開口部が等級4をそれぞれ満たす

Ⅰ地域


　詳細は国土交通省の当該ウェブサイト（http://www.mlit.go.jp/common/000113029.pdf）及び住宅エコポイントウェブサイト（http://jutaku.eco-points.jp/）等でご確認下さい。

　上記条件を満たすものについて、さらに各種の省エネ仕様・高効率機器等の導入による一次エネルギー削減量を推定して数値化したものを各応募案件の評価値とします。評価値が一定の水準を超える案件について、視点2・3・4の記入内容に基づき総合的な評価を行います。なお、各種要素による一次エネルギー削減量の推定と数値化は原則として住宅事業建築主基準に則って行います。

ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エレクトリック2010
[集合住宅部門・低層賃貸商品タイプ]

申請書（別紙２）

次頁以降の各シートに、

視点2～4毎に具体的に実施している項目について、

それぞれ、該当する欄に200文字程度で自由に記載して下さい。
また、上記以外について、特にアピールしたい点等があれば、

最後の頁の該当欄に200文字程度で自由に記載して下さい。

（スペース的に収まらない場合、別途資料等を添付して下さい。）

◆視点２；トータルな省エネへの工夫、先進性

	■視点1以外の取組み、空間設計等

	


	■長期修繕計画等における取組み

	


	■住まい方への提案（販売時、居住時）

	


◆視点３；他の性能と省エネとのバランス

	■快適性､安全性､耐久性、利便性､品質保証等とのバランス・連携等

	


◆視点４；省エネ集合住宅普及への取組

	■省エネ集合住宅普及への取組み

	


◇その他のアピール点
	


開口部： □ビルトイン　　□任意選択











暖冷房設備： □ビルトイン　　□任意選択











給湯設備・節湯器具： □ビルトイン　　□任意選択











換気設備： □ビルトイン　　□任意選択











照明設備： □ビルトイン　　□任意選択











太陽光発電：□ビルトイン　　□任意選択














総システム容量：　　　　　　　　　　　[kW]





一住戸あたりパネル有効集熱面積：　　　　　　　　　[m2]





メーカー：　　　　　　　　　　　　　　　　型番：　　　　　　　　　　　　APF：　　　　











冷房COP：　　　　　　冷房定格能力：　　　　　[W] 　冷房最大能力：　　　　　[W]





熱源定格能力：　　　　　　[W]       熱源定格消費電力：　　　　　[W]





床面積に対する敷設率：　　　　　　[%]       上面放熱率：　　　　　[%]


熱源定格能力：　　　　　　[W]       熱源定格消費電力：　　　　　[W]





暖房COP：　　　　　　暖房定格能力：　　　　　[W] 　暖房最大能力：　　　　　[W]





窓メーカー・製品名：　　　　　　　　　　　　　　　　　


窓熱貫流率：　　　　　　　　　　[W/m2K]　　　　日射侵入率　：　　　　　　[-]





※窓・付属品一体での熱性能を記入する場合は以下


窓付属品：


熱貫流率：　　　　　　　　　　　[W/m2K] 　　　 日射侵入率　：　　　　　　[-]





住戸窓ガラスの仕様（記号）：　　　　　　　　　　　　





住戸窓の仕様（記号）：　　　　　　　　　　　　　　　





断熱材名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　熱伝導率：　　　　　[W/mK]　厚さ：　　　　　[mm]





 断熱材名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚さ：　　　　　[mm]





断熱材名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　熱伝導率：　　　　　[W/mK]　厚さ：　　　　　[mm]





断熱材名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚さ：　　　　　[mm]





断熱材名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　熱伝導率：　　　　　[W/mK]　厚さ：　　　　　[mm]





断熱材名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚さ：　　　　　　[mm]





熱損失係数＝　　　　　　　　[W/m2K]　　　夏季日射取得係数＝　　　　　　　　





暖年間暖冷房負荷＝　　　　　[MJ/m2年]　　評価に使用したプログラム名=　　　　　　　　
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